タイにおける陶磁器デザインの研究 ―ベンジャロン陶磁器を中心に― by サギァンポーンパーニット ナティニー
 氏     名  サギァンポーンパーニット ナティニー 
学 位 の 種 類  博士（美術） 
学 位 記 番 号  博美第 17 号 
学位授与年月日  平成２９年３月２４日 













論 文 審 査 委 員 
 主  査  准教授    長井 千春 
 副  査  教 授    太田 公典 
 副  査  准教授    関口 敦仁 
 外  部  金沢美術工芸大学柳宗理記念デザイン研究所 




























第１節「タイ窯業の近代化」において、1991〜1997 年の JICA による日本からの窯業技
術移植の過程を読み解きながら、タイ陶磁器産業におけるデザイン振興政策との関連性を
考察し論述する。また、第 2 節「タイにおけるデザインの展開」では、戦後 1960 年代以
降、タイ国際芸術工芸サポートセンター(The SUPPORT Arts and Crafts International 
Center of Thailand)やタイデザインセンター(Thailand Creative & Design Center)が主
催したデザイン振興のもとで、どのようなデザイン展開がなされてきたのか等について、
タイの陶磁器デザインを中心に論述する。 







































ザイン史を柱とする第 1章から第 4章、デザイン提案および作品制作を中心とする第 5章、
第 6 章で構成されている。 




































































 サギァンポーンパーニット ナティニー氏は 2017年 1月 12日の本審査で口頭発表を行った。
上記論文と作品の内容について、その研究意義を明解に説明することができた。 
以上のように、サギァンポーンパーニット ナティニー氏はこの論文及び作品において、博
士の基準を満たしていることを示した。 
 
３ 最終試験結果の要旨 
最終試験では、論文、作品、口頭発表の評価について改めて口頭試問を実施した。 
サギァンポーンパーニット ナティニー氏は、本研究で自ら基軸を定めたタイ陶磁史におけ
るベンジャロン陶磁器の今日的な意義を明らかにし、タイ陶磁器産業の発展に寄与した日
本の窯業技術指導のプロセスを浮き彫りにする中で、タイ伝統磁器であるベンジャロン陶
磁器の技術継承とともに新たなデザイン的視座を示すことができた。つまり、現代に連な
るタイ陶磁器の歴史的解明においてと、現代タイにおける陶磁器デザインの提案として、
着実で優れた内容を備えた研究と認められる。よって実技系博士論文に望まれる要件を規
準以上に満たしており、学位の資格授与に相応しいと審査員全員一致で判断した。 
